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町政功労者を表彰

昭
和
六
丿
年
度
の
町
表
彰
式
か
、

十
一
月
一
日
、
町
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
表
彰
規
程
に
よ
り
、

政
治
、
経
済
、
産
業
、
文
化
、
社
会

な
ど
町
政
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
す

る
も
の
で
。
今
年
で
十
九
回
を
迎
え

ま
し
た
。

今
年
は
、
功
労
表
彰
と
し
て
。
前

町
艮
の
佐
藤
善
右
工
門
さ
ん
。
町
職

員
の
佐
藤
則
雄
さ
ん
ら
十
名
か
受
賞
、

署
行
表
彰
は
、
郎
落
会
長
、
納
税
貯

蓄
組
合
長
の
遊
佐
保
平
さ
ん
、
人
命

救
助
の
安
彦
孝
太
郎
さ
ん
、
大
内
再

次
郎
さ
ん
ら
七
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

安
彦
さ
ん
、
大
内
さ
ん
は
、
六
月
二

十
九
日
、
泉
田
の
雨
沼
で
協
れ
た
児

童
を
助
け
た
も
の
で
す
。

町
発
展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
尽
力
さ
れ
て
き
た
受
賞
者
一
人

】
人
に
菊
地
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
の
皆
さ
ん
の
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
。
今
後
も
引
き
続
き
国

見
町
発
展
の
た
め
ご
尽
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

功

労

表

彰

▽
胞
藤
袴
右
工
門
（
前
町
長
）

▽
佐
藤

則
雄
　
（
町
職
員
）

▽
古
川
　
比
司
　
（
町
職
員
）

▽
占
田

貞
郷
　
｛
町
職
員
｝

▽
耐
鳴
　
卍
夫
　
（
町
職
員
）

▽
中
野

成
子
　
（
町
職
員
）

▽
小
野

智
義
　
（
町
職
貝
）

▽
畚
日
　
一
恵
　
（
町
職
員
）

▽
宍
戸
　
ヤ
イ
　
（
町
職
員
）

▽
大
沼
　
イ
ト
　
（
町
職
員
）

善

行

表

彰

▽
遊

佐
　

保
罕
　

部

落
会

長

（
納

税
組
合

妊

）

▽
神
林
　

隆
夫
　

（
部
藩
会
艮

）

▽
斎
藤
　

正

美
　

｛

部
落
会

艮
｝

▽
仲

野
　

川

一
　

（
部
落
会

長
）

▽
炸
砂
　

由

三
　

（
部
落
会

長

）

▽
安
磁

孝
太

郎
　

（
人
命

牧
助

）

▽
大
内

答
次

郎
　

（
人
命

救
助

）

高
橋
勇
記
さ
ん
に

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

菊
薫
る
十
一
月
Ｅ
日
、
秋
の
叙
勲

に
高
橋
勇
記
さ
ん
（
塚
野
日
字
小
原

二
〇
　

八
十
歳
）
が
勲
七
等
青
色
桐

葉
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
八
年
か
ら
勇

退
し
た
四
十
二
年
ま
で
、
三
十
四
年

間
の
畏
き
に
わ
た
り
地
域
消
防
に
力

を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

終
戦
直
後
か
ら
勇
退
す
る
ま
で
剛
分

団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
伝
達
式
は
、
十
一
月
八
日

午
前
十
時
か
ら
町
長
室
で
行
わ
れ
、

菊
地
町
長
立
ち
合
い
の
も
と
、
高
橋

益
県
生
活
福
祉
部
次
長
か
ら
高
橋
勇

記
さ
ん
へ
勲
章
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

高
隣
さ
ん
は
「
感
激
に
た
え
ま
せ

ん
。
今
後
も
叙
勲
の
名
に
恥
じ
な

い

よ
う
生
き
て
い
き
た
ど

と
喜
び
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



昭
和
六
十
一
年
成
人
者

来
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式

来
乍
一
月
十
五
日
の
『
成
人
の
卩
』

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
一

卩
か
ら
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者
で
す
。

た
だ
し
、
希
望
す
れ
ば
当
町
出
身
の

町
外
在
生
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

早
め
に
教
育
委
員
会
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
酋
八
五
一

二
一
一
一

十
一
月
一
日
現
在
の
予
定
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
氏
名
に
誤
り
や
記

職
も
れ
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

・

藤
田
地
区
　
7
3名

秦
　
　
　
　

誠

山

崎

み
き
子

佐

藤

正
　
明

石

川

紀

子

舟

山

晃

徳

村

木

典

子

佐

麟
　
　

隆

紺

野

伸

也

富

樫

幸

子

高

橋

美
喜
子

赤
井
畑

直

明

鈴

木

ゆ
か
り

冨

永
　
い
　
せ

近

藤

か
お
り

佐

膝

直

美

鈴

木

和

幸

山

田

長

継

吉

田

三
千
代

佐

藤

翼
由
美

羽

賀

達

也

大

波

恵

美

西

富
　
　

昇

攸

藤

塑

子

佐
久
間

浩

之

松

野
　
　

淳

小

原

早

’旧

佐

藤
　
　

武

菊

地

喜

伸

菊

池

克

哉

吉

田

久
笑
子

菊

地

裕
　
二

大

久

光

男

佐

藤

千
恵
子

青

木

山
笑
子

赤

坂

奈
美
子

加

碓

弘

奕

佐

藤

真
由
美

山

田
　
　

満

阿

部

幸

江

黒
　
田

み
ゆ
き

玄

葉

朋

子

水

越

俊
　
一

阿

郎

文

子

相

馬

裕

美

野

村

伸
　
一

阿

部
　
一
　
成

八

鳥

孝

志

浦
　
　

綾

子

佐

藤

桂

子

古

内

清

史

菊

地

正

則

再

妻

淳
7
.

菊

地
　
　

守

近

久

麻

斃

菊

池

文

雄

村

上

真

理

占

山

智

子

八

巻

紀
　
子

安

達

久
喜
子

高

鳴
　
　

仁

高

価

靖

樹

斎

藤

険

大

膏
　
野

和

子

渡

辺

志
保
子

角
　
田

正

幸

鑓

水

正

志

斎

藤

康

弘

五
十
嵐
　
　

修

古

川
　
　

修

本

間

英

雄

佐

藤

陽

子

八

巻

久

災

太
　
田

山
災
子

・

小
坂
地
区
　
1
3名

高

橋

加
代
子

瀬
　
戸

美
和
子

安

藤

義

則

渡
　
辺

災
偉
子

阿

郎

昭
　
子

膏

野

照

笑

鴨

田

和
　
子

佐

藤

秀

樹

菅

野

祐
花
肌

人

野

由

笑

黒
　
田

き
と
み

水

坂
　
み
ど
り

菅

野

博

信

・

森
江
野
地
区
　
3
2名

佐
久
問

忠

子

宍
　
戸

孝

司

大

津

修

子

小

幡

美
和
子

皎
久
問

美

咲

角
　
田

晴

美

佐
久
間

叫

子

廣

居

笑
忠
子

古
　
田

幹

ｌ

古
　
川

明

災

寺

島

寛

陳

佐

野

広

美

宍
　
戸

栄

治

内

村

佳

子

斎

藤

敏

男

佐

藤
　
　

明

佐

藤

幸

弘

武
　
田

美
千
子

小

池

芳

典

古

田

久
災
子

佐

藤

災
由
紀

斎

藤

新

作

八

巻

亜
希
子

蓬
　
田

晶

子

野

崎

幸

子

菊

地

は
る
み

紺

野

友

子

菅

井

綾

子

菊

地

久

子

寺

鳥

清

美

佐

藤

由
香
叭

佐
久
間

政

幸

・

大
木
戸
地
区
　
1
7名

大

沼

広

人

松
　
田

幸

子

塵

野

勝

幸

星

野

和

子

八

鳥

芳

則

阿

郎

美

咲

松

浦

東

子

松

浦
　
ひ
ろ
み

斎

藤

加
代
子

阿

部

賢
　
一

斎

藤

正
　
一

渋
　
谷

芳

広

後

藤

敏

子

渡

鮪

利

糟

松

浦

章

子

安

藤

裕

子

八

鳥

明

美

・

大
枝
地
区
　
1
1名

瀬

戸
　
　

緑

松

浦

淳

子

玉
　
手

利

美

井

砂

紀

子

鈴

木

理
香
子

木

村

智
恵
子

小

林

弘

子

菊

地

明

子

玉

手

明

美

佐

藤

巾
災
子

鈴

木

朋

子

合
計
1
4
6名
｛

男
5
5名

女

剛
名
｝

工業統計調査
石油等消費構造統計調査にご協力を
通商産葉省では、 工葵統  調 あ ぶび 石屈辱消費構造娩計調 百を

毎年12月31日 現任で実 施し てい 浬百。調 枩の対象と なる恥造業を９

む驅東所には 、年末庠陀に かけて淌 倉叫 が伺いま ヴ ｡  調 の内 各は 、

統針以外の目白勺に哽ｒ)ｎ ることは決し てあり まぢんの 乙 安心し ｃ

こ協刀く ださるよう 、ぶろしく お願いし 沙可。



▲普の面影を今なお残す石垣

小

雨

が
降

り
、

吹

く
風

が
肌

を
さ

す

秋
深

ま
っ

な

一
日

、
福

島
県

の

最

北
端

に
位
置

し

、
’
宿
場

町
と

し
｀

て

栄
え
た

旧

奥
州

道
中

貝

田
宿

を

、
郷

土
史

研
究

家

の
菊

池
利

雄

さ
ん

の
案

内
で

歩

い
て

み

た

。
　
　
　

。

旧
奥
州
道
中
の
宿
駅
で
あ
る
貝
田

宿
は
、
今
か
ら
四
百
年
以
上
も
前
、

「
独
眼
竜
政
宗
」
と
し
て
東
北
に
君

臨
し
た
名
将
伊
達
政
宗
の
こ
ろ
、
藤

ｉ
。Ｉ

田
宿
と
越
河
宿
と
の
間
の
だ
唹
と
し

て
貝
田
宿
か
置
か
れ
た
と
の
伝
え
か

あ
る
。（
寺
屋
敷
、
石
原
在
家
な
ど
村

内
に
敵
在
し
て

い
た
集
落
を
道
中
沿

い
に
引
移
し
て
宿
町
と
し
た

）

い
ま
な
お
静
か
に
た
た
ず
む
最
禅

寺
は
。
天
正
十
六
年
に
創
瞳
さ
れ
、

四
百
年
に
わ
た
る
長

い
間
、
こ
の
貝

田
宿
を
見
守
っ
て
き
た
。

近
世
に
お
い
て
は
、
東
大
枝
、
梁

川
宿
を
経
て
丸
森
、
相
馬
に
通
じ
る

重
要
な
脇
街
道
梁
川
道
と
の
分
岐
点

と
し
て
、
交
通
上
の
嬰
術
に
位
雌
し

て
い
た
。
宿
の
入
口
に
あ
る
三
ッ
石

は
。
こ
の
村
よ
り
遠
く
に
旅
立
つ
者

は
こ
の
石
の
上
に
立
っ
て
見
送
り
の

人
々
と
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
う
。

元
禄
時
代
の
村
桧
図
に
は
、
梁
川

貝

田

宿

略

年

表

天
文
七
年
　
　

こ

五
一
こ
八
）

『
伊
達
氏
及
銭
梭
』
に
貝
田
蓐

こ
フ

七
百
一
二
十
文
）
か
み
ら
れ
る
。

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
川
 
)

『
伊
４
睛
宗
采
地
下
踝
録
』
貝
田
靠
に
孫
左
衛
門
屋
敕
、
寺
尾
隶
、

し
つ
の
在
裏
。
石
原
在
事
か
み
ら
れ
る
。

天
正
年
間
　
　

こ

五
七
一
こ
～
一
五
九

】
）

伊
達
取
宗
の
こ
ろ
、
馨
丗
宿
と
苅
田
夥
糒
阿
宿
と
の
間
に
合
宿
と

し
て
、
貝
田
宿
か
皿
か
れ
た
と
の
伝
え
か
あ
る
。

天
正
十
六
年
　

こ

五
八
八
）

長
慶
和
尚
。
槍
菓
廊
富
鬮
村
曹
洞
宗
竜
鬘
寺
の
末
寺
と
し
て
。
貝

田
宿
に
餓
禅
寺
を
創
建
す
。

文
練
こ一
年
　
　

こ

五
九
四
）

『
蒲
生
饋
高
目
録
』
か
作
成
さ
れ
、
貝
田
村
は
、
光
明
寺
村
に
吸
収

さ
れ
る
。
村
鳥
千
二
百
二
十
石
一
‐
‘
斗
九
升
、
給
人
名
と
し
て
内
記

が
み
ら
れ
る
。

慶
長
十
年
頃
　

こ

六
〇
五
頃
）

上
杉
飯
「
色
―
」
に
光
明
寺
村
（
貝
田
を
含
む
）
の
戸
歉
七
十
‘二

戸
、
人
口
二
百
囚
十
七
人
（
男
百
四
十
六
人
、
女
百
一
人
）
と
あ

り
、
休ｓ
Ｉ
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貝
田
宿
の
存
在
か
う

か
か
わ
れ
る
。

寛
永
十
五
年
　

こ

六
一
二
八
ｙ

上
杉
簷
、
貝
田
宿
に
口
留
春
所
を
釵
Ｉ
．
大
内
市
右
衛
門
を
番
所

悗
と
な
す
。

寛
未
十
九
年
　

こ

六
四
二
）

四
月
、
米
沢
暑
『
伝
夫
海
道
通
之
立
札
案
書
、
抜
ぴ
に
駄
賃
定
』

に
よ
れ
ば
、
－

田
宿
よ
り
ｌ
見
峠
を
轤
え
て
貝
田
窗
ま
で

Ｉ
！
七

町
一
二
十
間
、
耻
賃
一
二
十
文
、
貝
田
宿
よ
り
夲
須
黠
ま
で
十
九
町
五

十
閖
、
駄
賃
は
十
一
文
と
す
る
。

万
治
年
同
　
　

こ

六
五
八
～

二
（
六
〇
）

光
明
寺
材
よ
り
貝
ｌ
村
が
分
立
す
る
。
貝
田
村
、
古
高
八
百
八
石

円
斗
四
升
。
新
高
五
百
八
十
九
石
六
斗
八
升
五
合
と
あ
る
。

元
禄
二
年
　

（
一
六
八
九
）

五
月
一
二
日
、
桧
尾
色
蕉
「
奥
の
細
道
」
の
旅
に
貝
囹
宿
よ
り
白
石

に
向
う
。

元
禄
十
一
年
　

（
二
（

九
八
）

’伊
達
耶
只
田
村
桧
図
」
に
よ
れ
ば
、
梁
川
道
と
の
分
岐
点
に
名
主

伊
左
衛
門
宅
、
咾
上
川
附
近
に
検
新
庄
左
衛
門
宅
。
最
押
寺
前
に

口
秡
番
所
が
み
ら
れ
る
。

元
禄
十
一
二
年
　

（
一
七
〇
〇
）

桑
折
藩
の
咸
立
に
よ
り
、
鱗
内
の
疊
折
、
墨
田
、
貝
田
宿
、
慵
内

助
釼
に
よ
る
人
馬
継
立
か
行
わ
れ
る
。
貝
田
宿
。
伝
馬
役
と
し
て

人
足
十
人
、
馬
十
匹
を
常
備
す
。

宝
罸
十

‘
年
　

こ

七
六

こ

『
御
巡
見
使
案
内
控
』
に
よ
れ
ば
。
貝
田
村
の
家
象
五
十
二
軒
、
人

ｎ
二
百
八
十
一
人
（
男
百
七
十
一
人
、
女
百
十
人
）
馬
十
六
匹
と

あ
り
。
名
主
人
沼
係
十
蓐
、
検
黼
兵
左
衛
門
の
名
が
み
ら
れ
る
。

天
明
八
年
　

（
一
七
八
八
）

六
月
。
羃
府
御
遠
見
使
に
略
行
し
た
古
川
古
蚣
肝
、
粱
川
よ
り
貝



道
と
の
分
岐
点
に
名
主
「
伊
左
衛
門

宅
」
（
問
屋
を
兼
ね
て
い
た
）、

咾
１
.

川
附
近
に
検
断
所
「
庄
左
衛
門
宅
」
、

最
前
寺
加
に
は
口
留
番
所
か
み
ら
れ

る
。
参
勤
交
替
に
往
復
す
る
諸
大
名

の
体
息
し
た
と
い
わ
れ
る
本
陣

『
佐

野
屋
』
、
脇
本
陣
「
入
屋
」
を
は
じ

め
、
旅
行
者
を
相
手
と
す
る
稼
業
を

し
た

『
角
屋
』
『
古
野
屋
』
な
ど
旧

屋
号
を
今
に
伝
え
る
家
も
多
い
。

明
治
十
九
年
に
東
北
本
線
か
開
通

し
、
貝
田
宿
は
衰
微
し
、
宿
場
町
と

し
て
の
使
命
を
終
え
る
。
こ
の
後
、

貝

川
は
機
関
嗽
か
ら
の
噴
火
な
ど
に

よ
る
幾
度
か
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
、

火
事
か
あ
れ
ば

”貝
田
の
空
を
み
ろ

”

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
貝
田
は
火
事
か

多
か
っ
た
と
い
う

昭
和

三
卜

九
年

、
只

Ⅲ
集
藩

の
東

側
に
国

道
四

ゆ
か

鬨
通
し

、
昭

和
五

十
年

に
は
、

西
側

に
東
北

縦
貫

自
動

呶

道

。
只

川

サ

ー
ビ
ス

エ
リ
ア

か
閧

通
し

、
街
並

み
は

‐‐‐
変
し

た

か
、
緩

い
坂

と
軒
並

み
に

い
ま

な

お
残
る

石

坦
が

往
時
の

お
も

か
げ

を
偲

ば
せ
て

く

れ

る
。

▲皿 栂 寺

▲梁川道との分岐点

田
砲

を
晒

り
桑

折
宿

に
向
か
う

。

『
民

家
何

れ
も
糸

を
引

き
、
絹

を
鏖

り
出
す

ゆ
え

に
や

、
家
居

も
よ

ぐ

人
物
も

饅
し

か
ら
ず

、
蝪

人
戸
外

に
出

ず
る
こ

と
稀

な

る
ゆ
え
、

色

白
く

風
曩

宜
し
・
こ

と
。
そ

の
著

『
東
避

麓
記

』

に
略
き

れ
て

い
る

。

天

保
一
二
年
　
　

二

八

ご一
二

）

一
こ
月

、「
貝

田
村

宗
門

人
別
慢

」
に
よ

れ

ば
、
戸
取

六

十
戸

（
内

寺

一

。
口
留

一

）、
人

口
一
一
百
八

十
人

（
男
百

四
十

七
人

、
女
百
一
二
十

（
二
人
）、
馬

二

十
匹

と
あ
る

。
名
主
孫

四

郎
。
検

斷
彦

次

廊
、
口
留

番
所

岡

田
庄
兵

衛
か

み
ら
れ

る

。

明

治
五
年
　
　

二

八
七

二
）

貝

田
宿

、
伝
馬

所

（
躙
屋

）、
助
榔

が
脆

止
さ

る
。

明

治
八
年
　
　

（
一

八
七
一五
）

只

田
什

の
戸

數
六

十

ｉ
戸

口
 い
 
1
一
‥
十

七
人

（
男
百

七
十
－

人

、
女

百
五

十
六

人
）。
馬
匹

十
五

匹

と
あ
る

。｛
水
田
一
‘
十
八
町
、

切

四
十
五

町
一一一
反
こ
‘畝
二

十
一
歩

｝
木
贊

宿

一
戸

。

睦

前
街

道
は

、
遠
取

円
間

、
櫑

’二
間
、

馬
踏
一｛
閨

半
、
梁

川
街
道

は

、
輜

八
尺

、
馬
蹄

一
間

と
あ

る
‘

明

治
九
年
　
　

二

八
七

六
》

六

月
二

十
二

日
『

明

冶
天

皇
東
北

佃

巡
幸
、

臈
見
峠

を
鑪

え
ら

れ
。

員

田

宿
を
ｔ

に
向

か
わ
き

る
。

町

治
十

九
年
　

（
一

八
八

六
》

十
二
月

。
東

北
鉄

遜
が
乕

通
し

。
貝

田
宿
旅

富
賢
物

の

績
少
か

ら

嚢

做
す

る
。

明

治
二

十
一
一
年

こ

八
八

九
》

二
月
、

伊

遭
警
察

署
、
大

木
戸

駐
在
所

貝
田

に
鹸
－

き

る
。
初
代

心
査
川
井

久

五
郎

。

囚
月

一
ｎ

、

大
木

戸
。
高

城
、
貝

田

、
光
明

寺
村
合

併

、
人
木

戸

村

と
な

り
、

没
書

’で
貝
田

字

山
ノ
神

円
西
番

地

に
Ｉ

く

。
初
代
村

及
半

沢
与
｛
ｓ

。
助
役
大
君

孫

十
Ｉ

。

明

治
一
二
十
一
年

こ

八

九
八
｝

貝

田
の
一
尸
歡

六

十
九
戸

。
人

口
四
百

九
十
一
一
人

。

明

治
四

十
一

年

こ

九
〇

八
）

四
月

、
貝

田
、

東
北
本

線
の
椣

関
車

か
ら

の
醗
火

で
大

火
、

全
戸

款
五

十
四

戸
中
の

二
十
八

戸

が
峡
失
す

る

。

轟
こ

の
大
災

の
前

後
、
妝

年

お
き

に
大
火

か
艶
重

す

る
。

大
£

十
五
年
　

二

凡

二
六

）

只

田

大
火

。
十
二
二
尸
堤

失
す

る
。

昭

和
一
・‘十

七
年

（
一
九

五
二

）

東
北
本

鼻

の
員

田
信
号
所

か
昇

晧
、

貝

旧
駅
と
な

る

。

昭

和

。。。十

九
年

こ

九

六

円
｝

只

田

集
落

の
東

偶
に
廸

設
中

の
斬
国

道

円
９

線

か
完
Ｔ
ｉ
し

。
供
用

閊
蛄

き
る

。

昭

佃

五
十
年
　

（
一
九

七
五

）

世
験

中
の

東
北

縦
貫

自
助
車

遭

。
員
田
サ

ー

ピ
ス
エ

リ
ヤ

。
供
用

闘
略

。

昭
和

六
ｔ

年
　

二

九
八
五

）

＋
1

一
日

、
貝

田
の

戸
駄
百

九
戸

。
人

口
五
百

四
十

一
人

（
男
一
一

百
六

十
四

人
、

女
二

。白
七

十
七
人

）

作

咸

―
料
　

Ｉ

見
町

史
、

そ
の
他
　

爾

池
　

利
雄



奥
　
州
　
道
　
中
　
貝
田
宿
駅
町
割
図

陪

肺
一
｀
郤

茹
３

戈
霹
図
ｎ

ｈ

ｊ
ａ
・

明

　
治

　
１
６

　

年
　

伊
　
達

　
郡

　
貝

　
田

　
村

　
地

　
籍

　
図

　
に

　
よ

　
つ

　
て

　
作

　
成

福

　
島

　

県

　
歴

　
史

　

資
　

料

　
館

　
所

　
蔵

卜

！

３

叫

混

囗

ｎ

あ
　
る
　
三
　
ツ
　
石

　（

　
な
　
せ

　
か
　
叫
齒

加

と

△
　
北
　
の
　
玄

囗

卜
刈
田
聹
遂
掣



ふるさとの文化財
2

0
史 跡

伊達朝宗室
結城氏墓

菊　池　利　雄

光

明

寺

の

鄒

影

ぶ

ご

’
『

り

に

は

．

伊

達

常

陸

介

念

西

入

道

朝

宗

室

結

城

氏

、

法

名

『

光

明

寺

殿

了

修

願

善

禅

尼

大

姉

』

の

墓

が

あ

る

．

伊

達

朝

ヽ

９
４
艮
｀
喞
代
ｕ
一

ボ
で
は
’‘ぐ
．ｓ

Ｒ
″’Ｉ
ｎ
　

’

合
｀
ｆ

’も
家
紂
一
あ
！

～
す
ゐ
ａ
か
６
な
ヽ
あ
４

″『

ａ

μ

ｎ

叨

で

は

、

常

陸

国

伊

佐

庄

中

村

の

住

人

で

伊

佐

ま

た

は

中

村

氏

を

称

し

．

文

治

五

年

こ

一

九

八

』

の

奥

州

合

戦

に

子

息

の

為

宗

．

為

重

、

資

綱

．

為

家

を

従

軍

せ

し

め

、

は

夫

郡

石

那

坂

４

．

り

の

戦

で

．

藤

原

秦

衡

の

一

族

、

佐

藤

基

治

政

ぴ

等

を

討

取

る

な

ど

の

戦

功

に

よ

り

、

伊

達

部

を

下

賜

さ

れ

一

族

を

率

い

て

移

住

、

姓

を

伊

違

氏

と

改

め

た

．

夫

人

は

結

城

朝

光

の

三

女

と

い

わ

れ

る

が

、

朝

光

は

関

東

の

豪

族

小

山

朝

宗

の

弟

で

あ

り

、

奥

州

合

戦

に

は

源

頼

朝

の

近

習

と

し

て

出

陣

、

阿

津

賀
志
山
の
合
戦
に
お
い
て
、
藤
田
宿

よ
り
僅
か
の
兵
を
率
い
て
鳥
取
越
の

険
を
浸
し
朝
霧
に
ま
ぎ
れ
て
搦
手
か

ら
藤
原
国
衙
の
守
る
厚
樫
楯
に
奇
襲

を
か
け
、
勝
因
を
つ
く

っ
た
若
年
の

武
将
で
あ
り
、
年
齢
的
に
み
て
、
朝

宗
夫
人
の
父
と
し
て
は
無
理
で
、
明

光
以
前
に
結
城（
四
４

？
を
領
し
た
肴

の
息
女
と
み
ら
れ
る
。
晩
年
の
夫
人

は
光
明
寺
の
地
に
隠
居
し
た
ら
し
く
、

地
元
に
は
姫
御
殿
跡
な
ど
の
伝
え
も

残
さ
れ
て
お
り
、
死
後
現
在
の
墓
地

に
葬
む
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

伊
達
氏
第
三
代
の
政
依
は
萬
嚊
、

東
昌
、
観
音
、
光
明
、
光
福
寺
を
ｔ

つ
て

『
伊
達
五
山
』
と
定
め
、
光
明

寺
は
朝
宗
夫
人
の
菩
提
寺
で
、
伊
達

氏
の
深

い
崇
敬
を
う
け
て
き
た
。
寺

の
旧
跡
は
明
ら
か
で
な
い

か
、
福
聚
寺
西
側
の
低
地

鹿
野
、
沼
地
内
に
は
郭
状

を
な
す
地
割
が
三
ヶ
所
ほ

ど
あ
っ
て
、
城
郭
寺
院
の

可
能
性
か
あ
る
。

光
明
寺
は
近
胯
の
は
じ

め
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇

四
）
伊
進
政
宗
に
よ
っ
て

仙
台
の
北
山
鹿
島
崎
の
地

に
移
さ
れ
る
か
か
っ
て
は

少
林
、
寿
福
、
大
悲
、
龍

雲

。
紹
妙
院
な
ど
の
塔
頭

か
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
福
聚
寺
は
光
明
寺
移

転
後
の
跡
地
に
残
さ
れ
た

塔
頭
の
一
つ
と
も
み
ら
れ
、
朝
宗
夫

人
の
位
牌
か
安
置
さ
れ
て

い
る
。

剛
宗
夫
人
の
禀
石
で
あ
る
現
五
輪

塔
は
、
文
政
四
年

こ

八
こ

こ

に

仙
台
藩
に
よ

っ
て
改
修
さ
れ
た
も
の

で
、
赤
瀧
石
の
囲
の
中
に
、
古

い
墓

石
の
五
輪
塔
と
、
伊
達
氏
の
家
紋
で

あ
る
縦
三
ッ
引
の
明
り
窓
の
あ
る
萬

年
塔
か
一
緒
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

夫
君
の
伊
達
朝
宗
法
名
『
萬
勝
寺

殿
浄
光
念
西
大
居
士
』
の
翦
は
西
山

城
下
萬
勝
寺
｛
に

Ｘ
Ｕ

夕

の
旧
跡
内

に
あ
り
て
五
輪
塔
の
墓
石
は
、
夫
人

の
墓
と
同
じ
年
、
仙
台
藩
に
よ
っ
て

改
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
　

国
見
町
史

て

四
巻

福
鳥
巾
史
一
巻
、
ｉ
妻
鑑
、
伊
達
正

統
世
治
考
、
北
山
の
寺
（
小
林
清
治
）

身近にある野草・薬草

17

ミ　ゾ　ソ　バ

北
海
遺
よ
り
九
州
ま
で
の
各
地
の

溝
や
た
ん
ぽ
の
あ
ぜ
道
な
ど
の
水
湿

地
に
、
群
れ
を
な
し
て
生
え
る
一
年

草
。茎

は
高
さ
三
十
～
五
十
『

地
上

を
は
っ
て
節
よ
り
概
を
出
し
、
枝
分

か
れ
し
、
ま
ば
ら
に
下
向
き
の
小
さ

な
と
げ
が
出
ま
す
。
葉
は
五
～
十

｀

の
卵
状
で
、
基
部
で
左
右
に
突
き
出

す
矛
形
、
両
面
に
、
星
状
毛
が
生
え
。

葉
鞜
は
短
く
、
緑
に
毛
が
は
え
て

い

ま
す
。

八
～
十
月
ご
ろ
、
枝
の
先
に
十
個

ほ
ど
の
花
が
災
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。

花
柄
は
き
わ
め
て
短
く
。
腺
毛
が
あ

り
ま
す
。
雄
し
べ
八
本
、
花
柱
は
三

本
あ
り
ま
す
。
花
後
、
果
火
を
結
び

ま
す
か
、
三
稜
形
の
痩
果
で
す
。

名
前
の
由
来
は
、
花
と
粟
か
ソ
バ

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
生

育
場
所
か
講
に
多
い
こ
と
か
ら
、
ミ

ゾ
ソ
バ
の
名
前
か
つ
き
ま
し
た
。

▼
薬
用

▲

葉
は
っ
み
と
り
て
、
生
の
ま
ま
使

用
し
ま
す
。
茎
葉
は
開
花
期
に
採
取

し
て
、
日
干
し
に
し
ま
す
。

切
り
侮
の
止
血
に
　
生
の
葉
を
手
で

よ
く
も
み
。
葉
汁
を
傷
口
に
っ
け
ま

す
。

リ
ウ
マ
チ
に
　
一
日
餓
と
し
て
乾
燥

し
た
茎
葉
五
グ
ラ
ム
を
水
四
百

に
で

半
最
に
煎
じ
、
三
回
に
分
服
。

▼
食
用
▲

開
花
葫
の
葉
を
つ
め
で
軽
く
ち
ぎ

り
と
り
ま
す
か
、
こ
ま
か
く
て
鋭
い

と
げ
が
、
茎
に
縦
に
並
ん
で
い
る
の

で
、
注
意
し
て
と
る
よ
う
に
し
ま
し

料
理

生
の
ま
ま
薄
い
衣
を
つ
け
て

天
ぷ
ら
に
。
塩
一
つ
ま
み
を
入
れ
た

熱
湯
で
や
わ
ら
か
く
ゆ
で
、
水
に
と

っ
て
冷
ま
し
。
お
ひ
た
し
、
ご
ま
あ

え
、
か
ら
し
あ
え
。
油
い
た
め
、
煮

び
た
し
、
つ
く
だ
煮
、
汁
の
実
な
ど

に
利
用
し
ま
す
、

（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か

ら
）



媒
妁
人
に

報
償
金
制
度
を
新
設

こ
の
た
び
、
町
で
は
、
俊
継
者
の

結
婚
難
を
解
消
し
、
併
せ
て
人
口
増

加
策
を
図
る
目
的
の
も
と
に
．
後
継

者
結
婚
媒
酌
人
報
償
金
制
度
を
新
た

に
紋
け
ま
し
た
．

こ
れ
は
．
町
内
に
在
住
す
る
す
べ

て
の
世
帯
の
後
継
者
に
、
花
嫁
ま
た

は
花
婿
を
お
世
話
し
、
婚
姻
を
成
立

さ
せ
た
媒
酌
人
に
対
し
報
償
金
を
差

し
上
げ
る
も
の
で
、
次
に
該
当
す
る

人
は
住
民
課
に
用
紙
か
あ
り
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
．

一
両
観
、
養
父
母
、
祖
父
母
等
と
引

き
続
き
同
居
し
．
そ
の
後
を
継
ぐ

者
で
、
定
住
の
恋
恋
の
あ
る
若
者

で
あ
る
こ
と
．

二

媒
酌
人
に
交
付
す
る
報
償
金
の
額

は
、
町
外
か
ら
花
嫁
ま
た
は
花
婿

を
世
話
し
た
場
合
三
万
円
、
町
内

の
場
合
二
万
円
．

三

報
償
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
媒
酌
人
は
、
結
婚
式
を
あ
げ
、

婚
姻
届
出
後
一
ヶ
月
以
内
に
申
舗

し
て
く
だ
さ
い
。

四
媒
酌
人
は
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん

か
、
申
請
に
際
し
て
は
後
継
者
の

推
せ
ん
か
必
要
で
す
の
で
、
婚
姻

者
と
媒
酌
人
は
よ
く
連
絡
を
取
り

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

五

こ
の
制
度
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
し
ま
す
の
で
、
四

月
一
日
以
降
結
婚
式
を
あ
げ
た
人

か
ら
該
当
し
ま
す
。

国
鉄
藤
田
駅
利
用
の

皆
さ
ん
へ
お
願
い

藤
田
駅
の
職
員
は
、
昨
年
十
二
月

か
ら
常
時
一
人
勤
務
と
な

り
て
お
り

ま
す
か
、
業
績
次
第
で
は
無
人
駅
に

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

膝
田
駅
を
守
る
た
め
、
切
符
や
定

期
券
は
地
元
の
藤
田
駅
で
の
購
入
を

お
順

い
い
た
し
ま
す
。

藤
田
駅
営
業
案
内

て

乗
車
券
、
定
期
券
、
回
数
券
、

団
体
旅
行
の
ほ
か
新
幹
線
の
指

定
券
も
耿
扱
っ
て
い
ま
す
の
で

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
Ｊ

二
、
列
車
ご
利
用
の
お
客
様
の
た
め

有
料
駐
車
場
を
般
置
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
任
愚
加
人

し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん

Ｍ
出
は
す
み

ま
し

た
か
？

新
し
い
年
金
法
か
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
ご
主
人
と
そ
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
に
加
入
し
、
高
齢
に
な

り

た
と
き
や
、
万
一
障
害
者
や
母
子
家

庭
に
な
っ
た
と
き
。
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

現
在
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て

い
る
厚
生
年
金
加
入
者
の
奥
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
国
民
年
金

の
保
険
料
を
個
別
に
納
め
な
く
て
も

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
加
入
者
を
第
三
号
被

保
険
者
と
い
い
ま
す
。
第
三
号
被
保

険
者
に
な
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の

納
付
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
「
国
民

年
金
任
意
加
入
被
保
険
者
現
況
届
」

を
町
役
場
に
届
け
出
る
こ
と
か
必
要

で
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
。
あ
な
た
の
も

と
に
送
付
さ
れ
た
『
現
況
届
』
を
お

確
か
め
く
だ
さ
い
．
届
出
の
方
法
は
、

ご
主
人
の
会
社
で
、
あ
な
た
か
「
被

扶
養
配
偶
者
」
で
あ
る
旨
の
確
紹
を

受
け
て
、
町
役
場
に
郵
送
す
る
か
、

直
接
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
に
．

ご
主
人
の
厚
生
年
金
手
帳
と
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
届
け

出
し
て
く
だ
さ
い
．

期
日
ま
で
に
『
現
況
届
』
を
提
出

さ
れ
な
い
と
、
納
付
書
か
引
ぎ
続
き

発
行
さ
れ
た
り
、
年
金
か
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
．
必
ず

提
出
し
ま
し
ょ
う
．

教育講演会のお知らせ
国見町小中学

校ＰＴＡ連絡協

議会と県北中Ｐ

ＴＡが主催、町

教育委員会が後

援し、中央から

還藤豊吉氏を招

き、教育講演会

を次のとおり開

きます。

いじめが社会

の大きな問題に

なっているときだけに是非お聞きください。

町民の皆様、多数ご来場ください。

講　師
・教育評論家

・ＮＨＫ子ども教育相談

遠藤 豊吉氏
◆と　き　12月10日（火）　午後１時30分

◆ところ　国見町町民福祉センター

◆演　題　「子供たちの

明るい未来のために」



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
福
鳥
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
）
及
び

ヤ
ク
ル
ト
販
売
店
一
同
か
ら

一
万
三
千
八
百
三
十
円
１
福
祉
ヤ

タ
ル
ト
売
上
金

◆
国
見
ガ
ス
住
宅
設
備
（
株
》
か
ら

二
万
一
千
八
百
三
十
九
円

◆
佐
久
間
永
郎
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

三
万
円
Ｉ
故
信
三
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
県
北
中
学
校
生
徒
会
か
ら

十
万
二
千
五
百
二
十
五
円
－

文
化

祭
バ
ザ
ー
益
金

Ａ佐縢信湍生徒会長から菊地町長へ

県
北
中
学
校
に

◆
佐
久
間
永
郎
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
万
円
－

故
信
三
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
学
校
に

◆
佐

久
間
永

郎
さ

ん
（
宮

町
北

）
か

ら

二

万
円
－

故
信
一
．一
さ

ん
の

ご
遺
志

町
に

◆
福
鳥
国
見
町
農
業
協
同
組
合
か
ら

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
一
基

◆
東
北
電
力
（
株
）
福
島
営
業
所
か
ら

防
犯
灯
Ξ
灯

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
協
力
を

”
り
か
↑つ
あ
う
幸
せ
”
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に

、
十
月
か
ら

Ｑ
　
に

て
い

る
赤
い
羽
根

共
同

募
金
。
そ
の
し
め
く
く
り
と
し
て
十
二
月

に

行
ｎ
ｎ

る
の

が
、
巌
末
だ
堽
け

あ
い
運
動
で
可
。
昨
年
は
こ
の

一
が
囘
問
で

約
七
十
五

億
円
の
奇
司
金

が
集
ま
り
豚
し
た
。
今
年

も
目

標
額

、
軻
一（

十

八
億
七
千
万
円

を
目

指
し
、
募
金
運
動
が
行

わ
ｎ

ま
覃
。

集
ま
っ

た
寄
付
金
は
、
ひ

と
り
暮

ら
し
の
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
、
手

足
の
不

目
由

な
人
な
ど
へ

の
福
祉
の

た
め
に
活
用

さ
ｎ
ａ

可
。

一

人
で

も
多

く
の
万
が
明
る
い
お

正
月

を
迎
え
ら
ｎ

る
よ
う
、

あ
な
た

の

”
幸
せ
”
を
り
け
て

あ
け
て
は
い

か
が
で

萼
が
。

戸籍の窓口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 郎 落

千　隼(ち は やj安身 孝泊　耕　 谷

百合子(ゆ り こ)吉田善次郎 石毋田表

勇　人(は や と)斎糠　 昭 町　 東

友　里(ゆ　　り)佐久間秀男　第 十 ‥-

雄　介(ゆうすけ)鴨田　幸男　内 谷 西

賢　秀(よしひで)石川　正博　第　 四

敏　彦{としひこ}吉田　 逢　石毋田東

類　子(しょうこ)佐久間勝博　第 十 二

由　香(ゆ　 剩 楼澤 勇男　光 明 寺

翔 太(しょうた)藤井 弘叙　潭宗山東

宏　明(ひろあき)高橋 庄次　本　 町

沙弥香(さ や か3赤坂　正弘　内 谷 西

良( り ょ う)武田 幹夫 宮 町 北

恵( め ぐ み)纔蕕 松夫　高　 城

陽　 子(よ う こ)樋|｡ﾖ　金蝮 銷　 町

嶌　人(ま さ と)管野　博美 宮 町 北

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　 部　落
王　手　元　治　　　　 中　 郎

斬 関 繁 子　　　　 保 原 町
高　擒 忠　好　　　　 小　 坂

福 鳥 咲 子　　　 福 鳥 市

佐久聞　義　芙　　　　 第　 一
阿 郎 美 咲　　　 大 木 戸

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部　落
高 濠 せ ん　　64　　 大 町 北

佐久閥 信 三　　75　 ・　宮 町 北

人口 と世 帯

卜 月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　

口

男5  電 807人(  十 8 )

女6,2 】9 人 ( 十 8 )

計12.026 人(  十 16 )

世帯数2.  6戸(  + 3 )

転 入　18人

転 出　16人

出　 生　16人

死 亡　２人

ｅ 国勢嵩査で訂正

心配ごと相談日
場所：役場二階相談室 瞭●入口から1r入り･Fさい】

畤 鬨： ９畤～12畤

こまったことや。相談ごと がめりましたら、

お飢僅にご相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。
〔 相談 員 〕

11月25日（月）佐野　市郎・橘　ヤヨイ

12月５日（木）商檎藤右工門・安藤トヨ

12月14 日 (土）高檎　隆雄・吉田とし子

11月　霜月（しもつき）

22日（金）小 蟹

23日（土）動労感謝の日

26日（火）火災予防運動

27日（水）満 月

12月　師走（しわす）

１日（日）蔵末助け合い運動

４日（水）人椎週間

７日･（土）･大 雷

8 日 ( 日 ) 針供養



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4 ｰ  5  6

力
自
慢
競
う

～

第
一
回
綱
引
き
大
会
～

町
内
力
自
慢
チ
ー
ム
を
決
め
る
第

一
回
国
見
町
綱
引
き
競
技
大
会
か
ト

ー
月
六
日
午
後
じ
時
か
ら
町
民
体
育

館
で
開
か
れ
、
熱
戦
か
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

男
そ
十
ニ
チ
ー
ム
、
女
子
十
チ
ー

ム
の
力
自
慢
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ

ろ
い
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
や
、
ね
じ
り
は

ら
巻
き
『

滑
り
止
用
の
地
ｆ
足
袋
な

ど
、
思

い
思
い
の
か
っ
こ
う
で
老
若

男
女
が
綱
を
引
き
ａ

い
ま
し
た
。

会
場
に
は
選
予
、
応
援
団
（
口
わ
せ

て
約
四
百
人
か
劼
め
か
け
、
熱
気
で

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
男
　
子

優

勝
　
徳
北
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
公

準
優
勝
　
石
母
田
ス
ポ
振
興
会
Ａ

第
二
位
　
　

″
　
　
　
　
　

Ｂ

▽
女
　
子

優

勝
　
只
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
森
北
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

第
三
位
　
徳
南
女
子
チ
ー
ム

尚
上
位
チ

ー
ム
は
十
一
月
十
七
日

開
催
さ
れ
ま
す
伊
達
地
方
綱
引
遘
ｆ

権
人
き
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

。
て

お
り
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▲地下足袋も霊電

Ａ「ガンバレ ー当 …応柵にも力が入ります

４ 若いもんには，負り られんで▲r アー、くたびれた一J

▲熱戦が繰りひろげられたゲートボール大会

第
三
回

町
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
Ξ
回
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
か
１
月
十
四
、
十
五
日
の
二

日
問
に
わ
た
り
公
民
館
広
場
で
行
わ

れ
．
国
見
Ｇ
Ｂ
愛
好
会

が
縦
勝
を
遂

げ
ま
し
た
．．

参
加
十
六
チ
ー
ム
、
約
百
五
十
名

の
選
ｆ
か
参
加
し
、
開
会
式
で
は
渡

辺
公
民
館
長
の
あ
い
き
つ
、
前
年
度

優
勝
森
山
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
優
勝
力

’
プ
の
返
遍
か
あ
り
、
佐
藤
教
育
委

貝
長
、
藤
田
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら

の
猊
辞
の
あ
と
競
技
に
入
り
ま
し
た
．

当
口
は
曇
空
で
・風
が
や
や
強
く
膚

寒
い
天
気
で
し
た
か
、
熱
戦
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝
　
国
見
Ｇ
Ｂ
愛
好
会

準
優
勝
　
西
大
枝
壮
寿
会

第
三
位
　
栄
寿
会
第
一

″
　

徳
江
北
部

町
民
学
校
だ
よ
り

後
期
の
町
民
学
校
と
し
て
二
コ
ー

ス
を
今
回
開
校
し
ま
し
た
。

◇
俳
句
教
宣
は
毎
週
火
曜
日
、
十
二

月
十
日
ま
で
の
六
回
に
わ
た
っ
て
闘

校
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
二
十
九
名
、

俳
句
を
知
り
、
俳
句
の
基
礎
的
な
表

現
力
や
鑑
賞
力
を
身
に
つ
け
、
情
傑

を
更
に
深

め
文
芸
に
対
す
る
理
解
を

商
め
よ
う
と
頑
張
『

て
い
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
は
紅
週
木
曜

日
十
二
月
十
二
日
ま
で
の
六
回
に
わ

た

ご

、闘
校
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は

十
六
名
、
福
鳥
県
史｛
人

″
員
の
菊
池

利
唯
光
生
を
講
師
に
国
見
の
文
化
財

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

お

知

ら

せ

「
国
見
の
民
話
」
皆
さ
ま
か
ら
の

希
望
か
多
く
、
予
定
数
彖
を
オ
ー
バ

ー
（
超
え
）
頒
布
価
格
一
冊
一
三
〇
〇

円
の
と
こ
ろ

ご

Ｉ
〇
〇
円
」
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
．



源
宗
山
チ
ー
ム
初
優
勝

町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

十
一
月
十
日
、
小
雨
の
中
、
第
九

回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
か
一
般

の
部
十
一
チ
ー
ム
、
中
学
の
部
ニ
チ

ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
開
会
、
大
会
長
（
教
育

次
長
）
の
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
佐
藤

教
育
委
員
長
、
仲
野
文
教
厚
生
常
任

委
員
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
続
い
て
前

年
優
勝
の
大
木
戸
Ａ
チ
ー
ム
代
表
阿

部
松
次
選
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
、

午
前
十
時
号
砲
一
発
で
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

収
穫
の
終
っ
た
町
内
二
十
三

こ

㎞
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー
ム
健
脚
を
竸

い
あ
い
ま
し
た
。

沿
道
に
は
多
数
の
町
民
の
方
か
出

て
さ
か
ん
に
声
援
を
お
く
っ
て
い
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
通
り

一
般
の
部

○
優

勝
　
源
宗
山
チ

ー
ム

ー
時
間
少一
分
3
3秒

○
準
優
勝
　
大
木
戸
Ａ
チ

ー
ム

ー
時
間
2
5分
３
秒

Ｏ

第
二
位
　
石
ほ
田
Ａ
チ

ー
ム

ー
時
閥
５
分
詞
秒

中
学
の
部

○
優

勝
　
県
北
中
Ａ
チ

ー
ム

１
時
間
1
9分
4
9秒

区
間
賞
（
一
般
の
郎
の
み
掲
載
）

一
区
　
高
村

義
孝
（
源
宗
山
）

二
区

佐
藤
笑
由
起
（
森
江
野
）

三
区
　
黒
田
　

武
（
小
　
坂
）

四
区
　
佐
藤
　
政
浩
（
小
　
坂
）

五
．ぽ‥

高
野

輝
夫
（
小

坂
）

六
区

斎
藤

洋
二
（
源
宗
山
）

七
区
　
阿
部
　

博
（
人
木
戸
）

八
区

々
木
　

功
（
源
宗
山
）

九
区
　
中
野
　
一
雄
（
　

″

）

卜
Ｋ

簡
田

精
一
（
小

坂
）

特
別
賞
（
最
高
齢
者
）

佐
薦
　
比
康
（
大
技
Ｂ
）

▲さあ、一斉にスタート

▲r 頑張れー,怐 沿道には応援の人たちがいっぱい

家庭教育講演会のお知らせ!!

Ｉ、と　　　き　Ｈ 月301一口 土） 午後１時30分

１．･と　こ　ろ　国 見町公民館（町民福祉センター）

ｌ、演　　 題　青少年を健やかに育むために

～最近の聞勉から～

１，溝　　 師　福鳥県警察本部

土任婦人・少年柿導員　宮本　 言　先生

▽
マ
マ
さ
ん

バ

レ

ー

ポ

ー

ル

会

員

募

集

中

／
・

”
九
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

‘
チ
ー

ム
を
結
成
し
ま
す
。

練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

場

所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

時
　
間

午
後
七
時
半
～
九
時
半

国
見
町
在
仕
及
び
在
勤
の
方
で
．

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
練
習
日
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
左
記
へ

ご
迎
絡
く
だ
さ
い
。

連

絡
先

奥

山
文
子
　

（
-

 い
 ℃

佐
藤

公
子
　

（

工一
二
〇
四
六

図

書

寄

贈

創
価｛
尤

｀
岡
見
支
部
か
ら

山
岡
荘
八
　
太
附
外
十
六
冊
の
図
書

の
寄
贈
か
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と

う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

第
五
回
伊
達
三
町

親
善

児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

小
坂
ス
パ
ー
ク
ス
優
脇

国

見
町
ス

ポ

ー
ツ
少
年

団
連
合
会

圭
催

の
伊
達

三
町
観

善
児

奩
ソ

フ
ト

ポ
ー

ル
大
会

か
十

一
月
一‐’。日
午
前

八

時

、

山
崎
運
助

場
で

行
わ

れ
、

小
坂

ス
パ

ー
ク
ス

が
優
勝

し
ま

し
た

。

大
会

に

は
各
町
よ

り
十

ニ
チ

ー
ム
、

約

二
百

人
の

選
ｆ

が
番
加

し
、
あ

い

に
く
の

強

い
風
で
し

た

が
、
避

手
た

ち

は
、

睛

。
杯

の

ブ
レ
・・‐
を
し

、
心

扱

に
か

け
っ

け
た

父
兄

た
ち
は
盛

ん

な
声
援

を
お
く

ぃ
て

い
ま

し
た

。

成
績

は
次

の
通

り

し
小

坂

ス

バ
ー
ク
ス
忿
・
藤
川

ス
ボ

少

Ａ
③

森
汪

野
ス

ボ
少

Ａ侵勝した小坂スパークスのみなさん



岩
城
重
夫
さ
ん
に

若
連
会
艮
、
鹿
島
神
社
宮
司

か
ら
感
謝
状

町
の
秋
祭
り
の
代
表
と
い
え
る
鹿

島
神
社
例
大
祭
が
十
月
十
九
、
二
十

日
の
二
日
間
、
藤
田
市
街
地
で
行
わ

れ
、
今
年
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

こ
の
祭
に
は
、
枕
元
、
宮
町
、
大

町
、
錦
町
の
四
台
の
山
車
か
出
、
そ

れ
ぞ
れ
若
連
に
よ
っ
て
引
か
れ
ま
す

。

岩
城
さ
ん
は
。
昭
和
二
十
九
年
に

大
町
若
連
に
入
っ
て
以
来
、
会
長
を

五
年
、
そ
れ
以
後
現
在
ま
で
世
話
役

と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

大
町
若
連
と
鹿
鳥
神
社
で
は
。
岩
城

さ
ん
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
十
月

二
十

］
日
。
記
念
品
と
感
謝
状
を
噌

り
４
’`

し
た
。

『
長
い
閧
し
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
人
集
め
、
金
集
め
に
は

毎
年
苦
労
し
ま
す
か
、
今
回
感
謝
状

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
他
の
若
辿
の

方
た
ち
の
励
み
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
若

い
人
と
同
じ
気
持

で
体
の
助
く
限
り
、
町
の
伝
統
行
事

を
守
る
た
め
続
け
て
い
き
ま
す
‘
と

喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〃
今

年

も

大
収

穫

”

～
小
坂
小
で
稲
こ
き
～

秋
晴
れ
の
好
天
に
忠
ま
れ
た
十
一

月
五
日
、
小
坂
小
学
校
で
は
、
五
．

六
年
生
四
十
六
名
全
員
で
鄒
こ
き
を

行
い
ま
し
た
．

勤
労
体
験
的
学
習
の
一
環
と
し
て

子
供
た
ち
に
動
労
と
収
穫
の
喜
こ
び

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
咋
年
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
．

十
一
月
九
日
に
は
も
み
す
り
を
行

い
、
精
米
後
、
十
一
月
二
十
二
日
に

行
う
予
定
の
収
穫
祭
で
．
全
校
生
で

ご
は
ん
に
し
て
味
わ
う
と
の
こ
と
で

す
．

▲感謝状を手に喜びの岩城さん

▲爾天の中で行われた稲こき

県
北
中
で

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

さ
わ
や
か
な
秋
哨
れ
に
恵
ま
れ
た

十
一
月
九
日
、
県
北
中
で
は
、
恒
例

と
な
っ
た

”ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
”
を
尖
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
企
画
か
ら
実
施
ま
で
す

べ
て
生
徒
か
主
体
と
な
・
て
行
い
ま

し
た
。

午
前
九
時
、
全
校
生
徒
と
職
員
五

百
八
十
五
名
か
総
出
で
、
町
内
の
主

要
道
路
や
観
月
台
公
園
な
ど
の
ゴ
ミ

拾
い
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
あ
い
か
わ
ら
ず
目
に
つ
い

た
の
か
、
道
路
の
側
溝
な
ど
に
投
げ

ら
れ
た
あ
き
カ
ン
の
多
き
。

そ
れ
に
。
燃
え
る
ゴ
ミ
が

Ｉ
ト
ン

ト
ラ

ッ
ク
二
台
分
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ

ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

ー
台
分
か
集
ま
り
、

あ
い
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ミ
の
多
さ
に
、

生
徒
た
ち
も
う
ん
ざ
り
顔
。

道
路
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
い
つ
も

安
全
で
き
れ
い
に
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。
自
分
の
手
で
、
自
分
を
危

険
な
め
に
あ
わ
せ
る
よ
う
な
、
あ
き

カ
ン
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

▲国道わきには、こんなにゴミが…･Ａガードパイプを掃除

編

集
日

記

○
十
一
月
に
入
り
、
連
口
雨
が
降
り

ま
し

た
が
、
温
度
の
方
は
九
月
並
み

の
温
か
さ
で
汗
ば
む
ほ
ど
．
こ
の
お

か
げ
？
で
．
紅
葉
も
ま
だ
今
が
見
ご

ろ
で
す
．
赤
や
黄
に
色
づ
く
山
々
を

見
る
と
、
近
づ
く
冬
を
ど
こ
と
な
く

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
．

○
新
札
発
行
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
．
い
ろ
い
ろ
と
話
閣
を

よ
ん
だ
新
札
で
し
た
が
、
一
年
か
過

ぎ
定
着
し
た
よ
う
で
す
．
今
で
は
旧

札
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
か
、
な
ん
と
な
く
寂
し

い

気
が
し
ま
す
．

○
十
月
、
十
一
月
と
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
か
開
か
れ
ま
し
た
．
十
一
月

に
入
っ
て
か
ら
で
も
、
二
日
に
は
青

東
駅
伝
が
あ
り
．
今
回
は
エ
ー
ス
下

重
が
抜
け
た
た
め
、
一
位
で
県
入
り

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
総
合
八

位
と
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
し
た
．
六

日
に
は
．
初
の
綱
引
き
大
会
か
行
わ

れ
．
町
内
の
力
自
慢
か
集
ま
り
、
腕

を
競
い
ま
し
た
．
ま
た
十
日
に
は
、

恒
例
の
町
内
一
周
駅
伝
餓
走
が
あ
り

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
竸
い
ま
し

た
。

Ｏ
日
ご
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
時

間
の
少
な
い
私
た
ち
で
す
か
．
毎
日

と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
週
に
一
度

く
ら
い
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
間

を
と
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
　

Ｓ

９
抒
・
崎
集

一

見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

弓
九
六
九

―
一
七
　

ａ

（
○
二
四
五
）
八
五
１
に
一
一
一
（
代
表
）
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